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東村アキコの自伝漫画を映画

化！

唐津やきもん祭り初となる古美術フェアは ｢根～
kon ～｣と題し、古美術商たちが「唐津というまち」
への想いをテーマに厳選した、雑器から茶陶にい
たる多彩なモノを展示販売。古唐津や古伊万里、
それらのルーツである李朝もご用意しています。

漫画家・東村アキコさんの自伝的作品『かくか
くしかじか』が、ついに映画化。完璧な形で
の実現は不可能だろうと、映像化を断り続け
ていた本作でしたが、この度、東村さん自ら
脚本を執筆し、永野芽郁×大泉洋の共演で映
画化が実現しました。恩師との 9 年間を綴っ
た切なくも温かい感動の実話に乞うご期待！

日時／ 4月29日（火） 10：00-17：00
会場／旧大島邸　参加店舗／早川茶舗（山口）、
彼方（熊本）、古美術いもと（京都）、honogra

（神奈川）、古美術肥後（東京）、古美術三樹（東京）
※お問合わせは各店舗まで

『かくかくしかじか』公式サイト
https://wwws.warnerbros.co.jp/kakushika/

唐津やきもん祭り注目イベント
古美術フェア初開催！

永野芽郁＆大泉洋共演で贈る
『かくかくしかじか』５月１６日(金)公開！

４月２９日(火)限定



◎『
銀
太
郎
さ
ん
』を
読
ん
で
唐
津
で
ぜ
ひ
聖
地
巡
り
を

| 

坂
本

坂
本　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
「
唐
津

や
き
も
ん
祭
り
」
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア

ル
を
描
き
下
ろ
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
か
ら
鯛
の

絵
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
唐
津
焼
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
お
見
事
で
し
た
。

東
村　

昨
年
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
唐
津
焼
を
描
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
唐
津
焼
と
鯛
を
描
く
こ
と
で
、
唐
津

や
き
も
ん
祭
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
食

と
器
の
縁
結
び
」
を
象
徴
す
る
よ
う
な

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
な
り
ま
し
た
。　

坂
本　

お
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
い
、
華
や

か
で
お
め
で
た
い
雰
囲
気
も
い
い
で
す

ね
。
そ
し
て
、
ア
キ
コ
先
生
も
今
年
画

業
25
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
村　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
20

周
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
何
も
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
年
は
フ
ァ
ン
イ
ベ
ン

ト
的
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
３
月
に
開
催

し
て
、
５
月
16
日（
金
）に
は
映
画『
か

く
か
く
し
か
じ
か
』
が
い
よ
い
よ
公
開

さ
れ
ま
す
し
、
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

坂
本　

映
画
公
開
直
前
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
も
「
唐
津
や

き
も
ん
祭
り
」
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
し

て
い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
昨
年
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
大

盛
況
で
、
ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
即
興
で
絵
付
け
も
し
て
い
た
だ
き
、

プ
ロ
の
筆
さ
ば
き
に
感
動
し
ま
し
た
。

東
村　

あ
の
時
も
み
な
さ
ん
褒

め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
実
を
言
う
と

筆
運
び
が
全
然
わ
か

ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。

絵
付
け
を
し
た
の
は

磁
器
で
し
た
が
、
顔

料
の
吸
い
込
み
が
強

く
、
ム
ラ
が
で
き
て

思
う
よ
う
に
描
け
な

か
っ
た
の
で
、
次
は
唐
津
焼
の
絵
付

け
で
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

坂
本　

昨
年
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
も

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
時
代

に
は
陶
芸
も
学
ば
れ
て
い
た
と
か
。

東
村　

は
い
。
美
大
の
油
絵
科
に
通
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
教
員
免
許
取
得

の
授
業
科
目
で
間
違
っ
て
工
芸
も
選

択
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
当
然
、

同
じ
学
科
の
子
は
誰
一

人
取
っ
て
い
な
く

て
、
み
ん
な
が
絵
の
課
題
に
専
念
す
る

な
か
、
私
だ
け
工
芸
科
に
行
っ
て
土
を

練
っ
た
り
、
ろ
く
ろ
を
回
し
て
い
て

（
笑
）。
４
年
間
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
大
変
で

し
た
が
学
ん
で
よ
か
っ
た
で
す
。

坂
本　

そ
の
後
、
陶
芸
は
や
ら
れ
て
い

な
い
ん
で
す
か
？

東
村　

も
と
も
と
器
が
好
き
だ
っ
た
の

で
、
卒
業
後
も
旅
先
で
は
必
ず
陶
芸
体

験
を
し
て
い
ま
し
た
。
茶
道
を
始
め
て

か
ら
は
、
い
つ
か
自
分
の
茶
碗
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、『
銀
太

郎
さ
ん
お
頼
み
申
す
』
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
慎
太
郎
マ
マ
こ
と
矢
部
慎
太
郎

さ
ん
が
、「
陶
芸
家
さ
ん
が
作
る
器
を
、

私
た
ち
は
買
っ
て
使
う
側
。
土
遊
び
は

土
の
無
駄
使
い
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の

を
聞
い
て
、
妙
に
感
銘
を
受
け
て
し

ま
っ
て
。
そ
れ
ま
で
は
、〝
自
分
で
作
る

の
が
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
〟
と
思
い
込
ん

で
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
唐
津
に
通
い

始
め
て
、
窯
元
を
見
学
し
た
り
、
陶
芸

家
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
に
つ
れ
、
長
年

技
術
を
磨
い
て
き
た
職
人
が
生
み
出
し

た
も
の
を
日
常
の
中
で
使
う
こ
と
の
ほ

う
が
、
よ
っ
ぽ
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ

と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本　

特
に
唐
津
は
市
内
に
約
70
の
窯

元
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
今
も
薪
窯
を

使
っ
て
作
陶
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国

で
も
珍
し
い
こ
と
で
、
改
め
て
重
要

な
文
化
遺
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
毎

年
11
月
に
開
催
し
て
い
る
「
唐
津
窯
元

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
は
、
陶
芸
家
の
工
房

や
登
り
窯
を
見
学
で
き
る
貴
重
な
機

会
な
の
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
現

場
を
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

東
村 　

最
近
は
「
銀
太
郎
さ
ん
を
読
ん

で
唐
津
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
増
え
た
の
で
、
読
者
に
も

響
き
そ
う
で
す
ね
。
私
も
す
っ
か
り
唐

津
に
は
ま
っ
て
、
か
れ
こ
れ
５
、６
回

は
来
て
い
ま
す
が
、
唐
津
は
町
が
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
で
す
よ
ね
。
今
や
地
方
都
市

は
ど
こ
も
似
た
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

唐
津
に
は
昔
な
が
ら
の
店

も
残
っ
て
い
て
、
歴
史
や
文
化
も
根
付

い
て
い
る
の
で
、
漫
画
の
舞
台
と
し
て

も
描
き
や
す
い
で
す
。

坂
本　
『
銀
太
郎
さ
ん
』
は
文
化
的
な

視
点
で
唐
津
が
描
か
れ
て
い
る
点
で

も
、
興
味
を
引
か
れ
る
方
が
多
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
実
在
の
人
物

や
風
景
も
登
場
す
る
の
で
、
聖
地
巡

り
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

東
村　
『
銀
太
郎
さ
ん
』
は
私
の
実
体
験

が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
唐
津
の
陶

芸
家
さ
ん
に
専
門
用
語
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
描
い
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
裏
話
も
含
め
て
、
今
度
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
唐
津
愛
を
語
り
た
い
で
す
。

坂
本　

先
生
と
唐
津
の
ご
縁
が
続
く

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
今
後
の
ス
ト
ー

リ
ー
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

東
村　

私
に
と
っ
て『
銀
太
郎
さ
ん
』は

も
は
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
こ
れ
か
ら
も

唐
津
に
通
っ
て
、
長
く
描
き
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

ひ
が
し
む
ら　

あ
き
こ

◎
１
９
７
５
年
宮
崎
県
生
ま
れ
。

金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
科
油

画
専
攻
卒
業
。
現
在
、「
コ
コ
ハ

ナ
」（
集
英
社
）
で
連
載
中
の
漫

画『
銀
太
郎
さ
ん
お
頼
み
申
す
』

で
唐
津
焼
や
唐
津
を
描
く

さ
か
も
と　

な
お
き

◎
１
９
６
４
年
唐
津
生
ま
れ
。

唐
津
焼
と
有
田
焼
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
G
A
L
L
E
R
Y
一
番

館
」
オ
ー
ナ
ー
、
唐
津
観
光
協

会
会
長
。２
０
１
２
年
よ
り「
唐

津
や
き
も
ん
祭
り
」
を
主
宰

◎
唐
津
は
漫
画
に
描
き
た
く
な
る
ロマン
チ
ッ
ク
な
町

| 

東
村

５
月

１６
日（
金
）に
公
開
さ
れ
る
映
画『
か
く
か
く

し
か
じ
か
』
の
撮
影
秘
話
と
、
現
在
連
載
中
の

漫
画
『
銀
太
郎
さ
ん
お
頼
み
申
す
』
で
描
か
れ
て

い
る
唐
津
愛
を
お
お
い
に
語
る
！

©東村アキコ

唐
津
や
き
も
ん
祭
り

東
村
ア
キ
コ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
！

イ
ベ
ン
ト

日
時  

５
月
３
日（
土
） 

１０
時

３０ 

分  

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

会
場  

唐
津
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
O
t
t
e
ホ
ー
ル

（
大
手
口
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
F
）

参
加
費  

１
０
０
０
円

１２
時  

レ
セ
プ
シ
ョン
パ
ー
ティ
ー　

会
場  

ソ
ア
ビ
ー
タ（
大
手
口
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
1
F
）

参
加
費  

５
０
０
０
円

第13回唐津やきもん祭り 
メインビジュアル原画

漫
画
家

唐
津
や
き
も
ん
祭
り 

実
行
委
員
長

坂
本
直
樹 

東
村
ア
キ
コ
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う 十四代中里太郎右衛門 新作展

お かわいい唐津モノ展

期 4/26（土）-5/6（火） 10：00-18：00 会 GALLERY一番館（唐津市呉服町1807） 0955-73-0007 

期 4/29（火）-5/5（月） 10：00-18：00 会 KARAE SHOP（唐津市京町１７８３ KARAE １F） 0955-53-8065 

A  器 鏡山窯（井上公之）× 食 やすけ  期 4/29（火）-5/4（日） ◉鏡山窯 井上公之の器で通常メニューを提供（要予約） 0955-72-4366 

B  器 白華窯（吉永サダム）× 食 KARAE TABLE 

期 4/29（火）、30（水）、5/3（土）-5（月） 12：00- ◉菅ノ谷窯の器でからつ茶プリンを喫茶メニューで提供。器の販売あり 0955-58-9781　G  器 菅ノ谷窯（舛田 剛）× 食 少女まんが館Saga

期 4/29（火）-5/5（月） 10：00-18：00 ◉唐津焼の器で「大原老舗」の季節の主菓子とお茶600円を提供 0955-74-8125D  器 中野陶痴窯（中野政之）× 食 中川茶園

あ テーマ展「愛でる器」

い 日本中の人気作家の花入と器展

え 十人十色の暮らしのうつわ展

か 春の唐津焼展・テーマ展「食卓を彩る器展」

き 鳥巣窯・岸田匡啓個展

け 唐津焼企画展「彩りの春、魚と動物のアートワールド」

こ 菅ノ谷窯展（舛田 剛・舛田直子）  さ 唐津屋太兵衛新作展（太兵衛窯）

し 龍仁窯展（南森正仁）

す 常設展 隆太窯・monohanako

せ「新緑」～食卓の器～      

そ 陶ぼう空 府川和泉陶展     

唐津焼陶芸家によるまちなか展示販売

期 4/29（火）-5/5（月） 9：00-18：00 会 旧唐津銀行（唐津市本町1513-15） 0955-70-1717　※詳細はP6参照

期 4/29（火）-5/5（月） 11：00-18：00 会 久吽堂（唐津市呉服町1818-5） 0955-58-9499  

期 4/29（火）、30（水）、5/2（金）-5（月） 9：00-18：00
会 唐津焼総合展示・販売場（唐津市新興町2881-1） 0955-73-4888

◉参加窯元／中里太郎右衛門陶房（中里太郎右衛門）、大杉皿屋窯（大橋 裕）、
岸岳窯三帰庵（冨永祐司）、鏡山窯（井上公之）、椎ノ峯窯（中里裕一郎）、松円寺窯（大石泰浩）、
杉谷窯異中庵（夏秋隆一）、唐玄窯（島谷啓介）、陶泉房窯（田籠勇人）、幸福陶房 瀬菜（北島 晃）

期 4/29（火）-5/5（月） 10：00-18：00  
会 GALLERY唐重（唐津市京町1783 KARAE 1F） 0955-53-8063  

◉参加窯元／飯田隼人、赤水窯（熊本 象）、アリタポーセリンラボ、岡本修一、健太郎窯（村山健太郎）、
鳥巣窯（岸田匡啓）、白華窯（吉永サダム）、畑萬陶苑、三藤窯（三藤るい）、由起子窯（土屋由起子）、
戸次製陶所（戸次寅夫）、唐津焼アクセサリー作家ao

期 4/29（火）-5/5（月） 10：00-17：00 会 中町Casa2F Studio傘（唐津市中町1868） 090-3425-0711

く MISHINA×陶芸家
期 4/29（火）-5/5（月） 10：00-18：00 
会 TOKIWAGI（唐津市大名小路1-45 寺内ビル 1F） 

070-4320-0216（営業中のみ） info@tokiwagi.karatsu

◉参加陶芸家／秋田 菫、飯田隼人、石井義久、岸田匡啓、土屋由起子、三藤るい、明賀亘史、村山健太郎、
浜野まゆみ、矢野直人、吉永サダム ◉鉄の台と3枚の器を組み合わせたテーブルウエア〝MISHINA（ミシナ）〟。
11名の唐津ゆかりの陶芸家が参加し、それぞれの個性と技が光る器を展示。

期 4/27（日）-5/12（月） 9：00-17：00（会期中無休） 会 唐津市西ノ門館 （唐津市北城内1-8） 0955-75-3667

期 4/29（火）-5/5（月） 9：00-17：00 会 埋門ノ館（唐津市北城内6-56） 090-2714-4610（菅ノ谷窯）、080-3227-2256（太兵衛窯）

期 4/29（火）、5/1（木）-5/5（月） 11：00-18：00 会 Tea & Space 基幸庵（唐津市東唐津1-9-21） 0955-72-8188

期 4/29（火）-5/5（月） 10：00-17：00 会 洋々閣ギャラリー（唐津市東唐津2-4-40） 0955-72-7181

期 4/27（日）-5/6（火） 10：00-17：00（会期中無休） 会 隆太窯ギャラリー（唐津市見借4333-1） 0955-74-3503

期 4/26（土）-5/4（日） 11：00-17：00 会うつわギャラリー唐津草伝社（唐津市北波多徳須恵1030-3） 0955-64-3540

お庭でまっちゃり×御茶盌窯記念館

古唐津と李朝の専門店  玄界灘 期 4/29（火）-5/1（木） 10：00-17：00 会 義経の館2F（唐津市呉服町1822-3） 090-3707-3615（古美術いもと）

期 4/29（火）、5/3（土） 11：00-16：00 ￥ 700円（抹茶・菓子付き）  ※雨天の場合、中里太郎右衛門陶房 陳列館 茶室にて開催

期 4/29（火）-5/5（月） 10：00-18：00 会 唐津市中心市街地空き店舗等   ※詳細はP6参照

F  器 鳥巣窯（岸田匡啓)× 食 ほっこ屋植月 期 4/29（火）、30（水）、5/3（土）-5（月） 12：00- ランチ時間帯 ◉コラボレーションランチ5,500円（要予約）  ※鳥巣窯のクーポン券1,500円含む 0955-72-2349

唐
津
市
内
の
飲
食
店
と
陶
芸
家
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
、

唐
津
焼
で
提
供
さ
れ
る

特
別
な
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

唐
津
焼
陶
芸
家
×

料
理
店

に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

関
連
イ
ベ
ン
ト
・

そ
の
他

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
販
売
会

28 月 29 火 30 水 5/1 木 2 金 3 土 4 日 5 月

2025

H  器 龍仁窯（南森正仁)× 食 Tea & Space 基幸庵 期 4/29（火）、5/1（木）-5（月） 11：00-17：00  ◉龍仁窯の器で抹茶と生菓子を提供 0955-72-8188　

※営業時間や定休日は各店舗へお問い合わせください
※イベント内容は予告なく変更される場合があります

唐津やきもん祭りの最新情報＆
唐津の観光情報はインスタをチェック！

唐津
観光協会

唐津
やきもん
祭り

E  器 由起子窯（土屋由起子）× 食 hanaはな家

C  器 坊中窯（田中孝太）× 食 ワインセラーカワハラ 期 4/29（火）-5/5（月） ◉坊中窯の器とワインセラーカワハラセレクトのワインを日替わりで提供。1杯500円～

期 4/29（火）-5/5（月） 11：30-18：00（17：30 LO） ◉白華窯の器でKARAE TABLE特製カレーを提供 0955-53-8067
佐賀県産ブランド苺「いちごさん」を

使ったスイーツなどを三藤窯、白華窯の
器でお楽しみいただけます

期 4/29（火）-5/5（月） ◉由起子窯×土鍋の朝ごはん2,500円（9：00-9：30LO、要予約） 0955-74-2454　 hanaはな家お楽しみランチも
ご用意しています

し 龍仁窯展（南森正仁）開催

唐津やきもん祭り
跡見の茶会×旧大島邸

漫画家・東村アキコ 
トークショー＆
レセプションパーティー 期 4/30（水） 

11時・12時・13時・14時・15時
（全5席・各席8名）  
￥ 3,000円（薄茶2服）  

期 5/3（土） 
※詳細はP3参照唐津神社 春季例大祭

期 4/29（火） 10：00-15：00

唐津やきもん祭り 古美術フェア
根～ kon ～×旧大島邸
期 4/29（火） 10：00-17：00

第92回 五福の縁結び市 
期 5/4（日） 10：00-17：00
会 五福の縁結び通り

（呉服町商店街）

4/28（月） 
日本料理 聴雪菴×
御茶盌窯記念館

4/28（月）・29（火） 
唐津やきもん祭り茶会×
旧大島邸

5/2（金） 
からつ 鮨 笑咲喜×
御茶盌窯記念館

満員御礼のイベント

唐津やきもん祭り初の
古美術フェア開催！
詳細は裏面参照 予約受付中。

お申し込みは
こちらから

事前予約制。
お申し込みは
こちらから

45
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展
示
・
販
売

唐
津
焼
陶
芸
家
に
よ
る 

ま
ち
な
か
展
示
販
売

唐
津
市
中
心
街
地
の
空
き
店
舗
な
ど
で
、
唐
津
焼
の
展

示
と
販
売
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
陶
芸
家
と
交
流
で
き

る
貴
重
な
機
会
な
の
で
、
気
の
赴
く
ま
ま
に
ま
ち
な
か

を
散
策
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
13
回 

唐
津
窯
元
ツ
ー
リ
ズ
ム　

唐
津
焼
の
窯
元
を
一
般
公
開
し
、
独

自
の
お
も
て
な
し
を
行
う
年
に
一
度

の
イ
ベ
ン
ト
。
味
わ
い
の
あ
る
唐
津

焼
の
展
示
即
売
や
企
画
展
を
は
じ
め
、

陶
芸
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
ロ
ク
ロ
体
験
や
絵
付
け
体
験

な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

日
時  

2
0
2
5
年
11
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

会
場  

唐
津
市
内
の
各
窯
元　

問
合
せ  

唐
津
観
光
協
会  

0
9
5
5
•
7
4
•
3
3
5
5

期
間  

4
月
29
日（
火
）~
5
月
5
日（
月
）　

時
間  

10
時
~
18
時

会
場  

唐
津
市
中
心
市
街
地
空
き
店
舗
等

唐唐津市

中心市街地域

今秋
開催！

テ
ー
マ
展
「
愛
で
る
器
」

展
示
・
販
売

期
間  

4
月
29
日（
火
）~
5
月
5
日（
月
）　

時
間  

9
時
~
18
時

会
場  

旧
唐
津
銀
行（
唐
津
市
本
町
1
5
1
3
︲
15
）

参
加
窯
元
、
陶
芸
家
の
新
作
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
作
品
は
一
部
購
入
で
き
ま
す
。

1
佐
里
窯（
水
谷 
渉
） 

2
桂
花
窯（
岡
崎 

桂
子
） 

3
白
華
窯

（
吉
永
サ
ダム
）、
赤
水
窯（
熊
本 

象
）、
作
礼
窯（
岡
本
修
一
） 

4
龍
福
寺
窯（
橋
村
あ
い
こ
） 

5
佳
津
窯（
和
田
佳
津
） 

6

杉
谷
窯
異
中
庵（
夏
秋
隆
一
） 
7
大
杉
皿
屋
窯（
大
橋 

裕
） 

8
三
藤
窯（
三
藤
る
い
）、
明
賀
窯（
明
賀
亘
史
） 

9
鏡
山

窯（
井
上
公
之
） 

10
健
太
郎
窯（
村
山
健
太
郎
） 

11
唐
津
焼 

K
E
I（
川
添
啓
吾
） 

12
殿
山
窯（
矢
野
直
人
）、
義
久
窯

（
石
井
義
久
）、
ジョン 

ウォルバー
グ 

13
鳥
巣
窯（
岸
田
匡
啓
）  

14
五
反
林
窯（
マイ
ケル
・
マル
ティノ
）、
ね
む
の
は（
秋
田 
菫
）、

坊
中
窯（
田
中
孝
太
）  

15
中
野
陶
痴
窯
（
中
野
陶
痴
・
中
野
政

之
） 

16
春
窯（
大
曲 

毅
・
大
曲
千
春
）、
椎
ノ
峯
窯（
中
里
裕
一

郎
） 

17
中
里
太
郎
右
衛
門
陶
房（
十
四
代
中
里
太
郎
右
衛

門
） 

18
中
野
陶
痴
窯（
中
野
陶
痴
・
中
野
政
之
）、
中
野
窯

三
代
霓
林（
中
野
霓
林
）  

19
菅
ノ
谷
窯（
舛
田 

剛
・
舛
田
直

子
）、
太
兵
衛
窯
（
唐
津
屋
太
兵
衛
） 

20
時
空
窯（
峰
と
し

子
）  

21
佐
志
山
窯（
西
川
一
馬
）  

22
龍
仁
窯（
南
森
正
仁
） 

参
加
窯
元 （
陶
芸
家
） 一
覧

赤
水
窯（
熊
本 

象
）／
佳
津
窯（
和
田
佳
津
）／
唐
津
焼 

K
E
I（
川
添
啓
吾
）／
川
上
清
美
陶
房（
川
上
清
美
）／
鏡

山
窯（
井
上
公
之
）／
五
反
林
窯（
マイ
ケル
・
マル
ティノ
）／
作

礼
窯（
岡
本
作
礼
・
岡
本
修
一
）／
椎
ノ
峯
窯（
中
里
裕
一
郎
）／

菅
ノ
谷
窯（
舛
田 

剛
）／
太
兵
衛
窯
（
唐
津
屋
太
兵
衛
）／
鎮

西
窯（
安
永
頼
山
）／
殿
山
窯（
矢
野
直
人
）／
土
平
窯（
藤
ノ

木
土
平
）／
鳥
巣
窯（
岸
田
匡
啓
）／
中
里
太
郎
右
衛
門
陶
房

（
十
四
代
中
里
太
郎
右
衛
門
）／
中
野
窯
三
代
霓
林（
中
野
霓

林
）／
中
野
陶
痴
窯（
中
野
政
之
）／
ね
む
の
は（
秋
田 

菫
）／

坊
中
窯（
田
中
孝
太
）／
三
藤
窯（
三
藤
る
い
）／
由
起
子
窯

（
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